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序     文 
 
 エルサルバドル共和国では、近年都市部への人口集中、消費増大、経済構造の変化により、廃棄物

の量が増加している。一方、廃棄物管理に関する、法制度、組織、技術、財政の不備等の問題が指摘

され、また適正に処理・処分されない廃棄物が引き起こす水質汚濁、大気汚染や土壌汚染による人間

の健康や生態系への悪影響が懸念されている。 

エルサルバドル共和国政府は、1998 年「環境基本法」、2001 年に「固形廃棄物政策」を策定し、さ

らに大統領令により 2004 年７月までに国内の不適切なゴミ捨て場所の撤去並びに環境衛生上適切な

廃棄物処分を実施することを決定した。しかし、同国の地方自治体の多くは、小規模で予算、人員、

技術に乏しく、多くの自治体は適切な廃棄物管理が実施できていない。2003 年 12 月エルサルバドル

共和国政府は、廃棄物管理に関して地方自治体を支援する活動を推進するため、当該分野に先進的な

技術と知見を有する我が国に対して、技術協力を要請した。 

 これを受けて独立行政法人国際協力機構は、2004 年９月及び 12 月の２度にわたり事前調査団を派

遣し、プロジェクトの要請背景や要請内容の確認、廃棄物管理の現状調査、パイロットプロジェクト

サイトの現地調査及び協力内容の検討を実施し、2005 年８月に派遣した実施協議調査団が環境天然資

源省ほか先方関係機関との間で討議議事録（R/D）を署名・交換した。 

 本報告書は、同調査団の調査・協議結果を取りまとめたものであり、今後の技術協力実施にあたっ

て、関係方面に広く活用されることを願うものである。 

 ここに調査団の各位をはじめ、調査にご協力頂いた、外務省、環境省、在エルサルバドル共和国日

本国大使館など、内外関係各機関の方々に深く謝意を表するとともに、引き続き一層のご支援をお願

いする次第である。 

 

 平成 18 年１月 

 

 独立行政法人 国際協力機構 
 地球環境部 部長 富本 幾文 
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第１章 実施協議調査の概要 
 
エルサルバドル共和国（以下、「エルサルバドル」と記す）地方自治体廃棄物総合管理プロジェクト

に係る実施協議調査は 2005 年８月 12 日から 23 日まで環境天然資源省（MARN）、厚生省（MSPAS）、
自治体開発庁（ISDEM）との協議及びパイロットプロジェクトサイトであるラ･ウニオン県北部自治

体組合（ASINORLU）との協議、ASINORLU 市町村並びに関連参考施設の現地調査〔廃棄物の収集・

運搬、最終処分（国立病院、近隣都市の埋め立て処分場、ラ･ウニオン港）を含む〕を行った。その結

果、本プロジェクト実施のための条件は整っていると判断され、2005 年８月 23 日小嶋団長と先方環

境天然資源大臣及び厚生大臣との間で R/D への署名を行った。また、M/M についても同日、環境天然

資源大臣、厚生大臣及び ASINORLU 代表との間で署名した。先方環境天然資源大臣及び厚生大臣から

は、廃棄物は適切に管理されなければ水、土壌、大気、特に人間の健康に悪い影響を及ぼす、本件プ

ロジェクトは重要なプロジェクトになるとして、我が国の協力に対して謝意が表明された。 
本件調査団派遣中に東京で日本・中米サミットが開催され、エルサルバドルからは副大統領が出席

した。この機会に我が国とエルサルバドルの間で技術協力協定が締結された。 
 
１－１ 要請背景及び経緯 
エルサルバドルでは首都圏を除く地方の多くの自治体（全国の自治体数 262）は小規模で財政基盤

が弱く、自治体が単独で適切な廃棄物処理サービスを維持していくことが難しく（収集サービス受益

者は 211 自治体、人口比 64％）、収集〔収集車両（ダンプトラックが多い）の大半が 10 年以上使用〕

や処分が不十分で河川や谷間へのオープンダンピング（全国 147 か所）がはびこり、水質汚濁や感染

症の流行など生活衛生へ悪影響を及ぼしている。80％の市町村が不適切な廃棄物処理を行っている。

上下水道の普及率は低く、廃棄物の不適切な投棄は飲料水にも悪影響を及ぼしている。ASINORLU 地

域の中核医療機関であるサンタロサデリマ市にある国立病院では下痢の患者が最も多く、廃棄物処理

を行うことにより下痢、皮膚病、呼吸器疾患などが減る可能性があると指摘している。全国的な保健

指標でも悪化傾向が見られる。 
MARN では環境法に基づきオープンダンピングの処分場を閉鎖して衛生埋め立て処分場へ集約す

るよう地方自治体に対して指導している（現在９か所、26 自治体が使用）が、多くの自治体が対応し

きれないでおり、自治体からの要請に応じ閉鎖の履行期限を何度も延長せざるを得ない状況に陥って

いる。自治体の廃棄物管理に係る対処能力（キャパシティ：管理、財務、技術）が不足していること

がその背景にあり、キャパシティの強化が急務になっている。 
政府は ISDEM に廃棄物管理の自治体支援の組織を設置して、MARN や MSPAS と合同の技術委員会

を設けて自治体における廃棄物総合管理の普及に乗り出した。エルサルバドルは中米自由貿易協定な

ど自由貿易を推進し、外資導入、工業団地からの繊維製品などの輸出に力を入れているが、自由貿易

協定のエルサルバドル側履行事項に環境保全があり、この点からも政府は環境保全の一環として廃棄

物管理に力を入れようとしていることが分かる。 
ASINORLU 地域は中米でも生物・生態学的に重要なホンジュラスとの国境河川の水系にあたり、下

流のフォンセカ湾（エビなど漁業が盛ん）の水質汚濁など廃棄物の環境への負の圧力が憂慮されてい

る。 
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１－２ 調査団の構成 
担 当 氏 名 所   属 

総 括 小嶋 良輔 JICA 地球環境部環境管理第二チーム長 
廃棄物行政 村上 真也 環境省 廃棄物・リサイクル対策部廃棄物対策課   

技術専門官 
収集運搬／最終処分

／環境配慮 
山本 糾哉 JICA 中米カリブ地域支援事務所 企画調査員 

廃棄物管理技術 坂口 喜市郎 株式会社エックス都市研究所 
協力企画 田口 達 JICA 地球環境部環境管理第二チーム 

 
１－３ 調査日程 
官団員：2005 年８月 14～24 日 
役務コンサルタント団員：2005 年８月 11 日～９月１日 

活 動 内 容 日

順 月日 曜日 
官団員 コンサルタント 

１ ８月 11 日 木 サンサルバドル着 
２ ８月 12 日 金 現地調査 
３ ８月 13 日 土 

 
団内打合せ 

４ ８月 14 日 日 サンサルバドル着 団内打合せ 

５ ８月 15 日 月 
（午前）：JICA 事務所打合せ、日本大使館表敬、外務省表敬 
（午後）：テクニカルコミッティとの打合せ（MARN、MSPAS、ISDEM が

参加） 

６ ８月 16 日 火 
（午前）：MARN へ表敬訪問、ディレクターコミッティと R/D 説明、協議

（ISDEM、MARN、MSPAS） 
（午後）：引き続き協議 

７ ８月 17 日 水 

（午前）：移動（サンサルバドル→ラ･ウニオン県）、サイト視察（処分場、

収集・運搬活動） 
（午後）：サイト視察（病院施設）、関係市の市長と会談（サンタロサデ

リマ市）、ISDEM 東部事務所にて ISDEM と打合せ 

８ ８月 18 日 木 

（午前）：サイト視察（リスリケ、ポロロス、ヌエバ・エスパルタ処分場）、

関係市長と会談（リスリケ、ポロロス、ヌエバ・エスパルタ、アナモロス）

（午後）：サイト視察（ボリバル処分場）、関係市長と会談（ボリバル、

サンホセ） 

９ ８月 19 日 金 
（午前）：ASINORLU９市長と協議 
（午後）：移動〔ラ･ウニオン県→（ラ･ウニオン港を視察）→サンサルバ

ドル〕 
10 ８月 20 日 土 （終日）：テクニカルコミッティと R/D、M/M についての打合せ 
11 ８月 21 日 日 団内打合せ 

12 ８月 22 日 月 

（午前）：ディレクターコミッティと R/D 内容、Plan of Operation（PO）案、

プロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）、投入詳細計画〔専門家

タームズ・オブ・レファレンス（TOR）、機材計画等〕案の協議 
（午後）：協議結果を踏まえ資料修正、R/D、M/M の最終版作成 

13 ８月 23 日 火 （午前）：AECI（スペイン国際協力庁）訪問、JICA 事務所・大使館報告 
（午後）： R/D 署名・交換 
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活 動 内 容 日

順 月日 曜日 
官団員 コンサルタント 

14 ８月 24 日 水 サンサルバドル発 
15 
～
21 

８月 25 日

～ 
８月 31 日 

木 
～ 
水 

現地調査 

22 ９月１日 木 

 

サンサルバドル発 

 
１－４ 主要面談者 
＜エルサルバドル側＞ 
 （１）環境天然資源省（MARN） 

Lic. Michelle Gallardo de Gutierrez Vice President 
Ing. Francisco Perdomo Lino General Director  
Lic. Rina de Jarquin Manager of International Cooperation and Projects 
Ing. Mercedes Herrera de Gomez Technical Committee 
Lic. Violeta Larde de Rodriguez Technical Committee 
Lic. Maximio Escobar Technical Committee 

 
 （２）厚生省（MSPAS） 

Dr. Jose Roberto Rivas Amaya Director of Regulation 
Arq. Rafael Ernesto Portillo Technical Committee 

 
 （３）自治体開発庁（ISDEM） 

Valentin Castro President 
Lic. Jorge Armando Rivera Garzona General Manager 
Lic. Carmen Elena Maza de Canelo Technical Committee 
Lic. Rosa Elena Perez de Villeda Technical Committee 
Ing. Ivonne Yesenia Lopez Portillo Project Execution Unit 
Lic. Patricia Vasquez de Benirez Project Execution Unit 
Lic. Julio Roberto Ramirez Project Execution Unit 
Ing. Ramon Humberto Guandique Project Execution Unit 
Lic. Ana Miriam Salgado Project Execution Unit 

 
 （４）ASINORLU 市長（Mayors of ASINORLU） 
  Isabel Villatoro Benitez Anamoros 

Noel Orlando Garcia Bolivar 
Hector Adan Canales Concepcion de Oriente 
Gilberto Antonio Rios Alfaro El Sauce 
Margarito Perez Perez Lislique 
Jose Manrique Villatoro Maldonado Nueva Esparta 
Amerto Romero Rios Poloros 
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Mario Andres Martinez Gomez San Jose 
Jose Anastasio Benitez Santa Rosa de Lima 

 
＜日本側＞ 
 （１）在エルサルバドル共和国日本大使館 

吉本 準 参事官 
 
（２）JICA エルサルバドル駐在員事務所 

高橋 政行 主席駐在員 
細川 幸成 職 員 
Sandra 所 員 
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第２章 プロジェクト概要 
 
本調査において合意されたプロジェクト・デザイン・マトリックス（PDM）の内容を以下に示す。

パイロットプロジェクトとしての ASINORLU における活動の位置づけは、あくまでも全国レベルでの

廃棄物管理の普及を念頭に、行政関係者のキャパシティ・ディベロップメントのための場である。先

方機関もこの位置づけについて十分理解しており、パイロットプロジェクトの実施ユニット（ISDEM）

を将来は全国普及のための恒久的組織とすることが政府内で承認されている。 
 
＜上位目標＞ 
 エルサルバドルの環境衛生の向上のために地方自治体が適切な廃棄物管理を実施する。 

 
 ○指標 

全国において 2012 年までに少なくとも半数の自治体が廃棄物管理に関する環境許可を取得する

（日本側案に対して先方から第２次事前調査で合意した指標のままにしておくよう要望があり、現

状でも 20％が許可を取得しており、達成不可能な指標ではないと判断してこれを受け入れた）。 
 

＜プロジェクト目標＞ 
中央政府（MARN、MSPAS、ISDEM）は、環境衛生上適切な廃棄物管理を全国の自治体に普及す

るためのキャパシティを強化することとし、そのために必要なすべての方策の実施を決定する。 
 
 ○指標 
  １． 少なくとも３つの自治体イニシアティブが廃棄物管理を導入する意向を表明する。 
  ２． 中央政府が自治体に廃棄物管理を適用するための方策を公表する。 
  ３． 中央政府がプロジェクト終了までに廃棄物管理を普及するための戦略的計画を策定する。 
 ○成果 
  １． 中央政府の所轄機関が ASINORLU の協力の下にエルサルバドルの自治体の現状に見合っ

た廃棄物管理を開発する。 
  ２． 中央政府のカウンターパートが廃棄物管理に関する知識と経験を獲得する。 
  ３． 中央政府が廃棄物管理を全国の自治体に適用させるためのシステムを確立する。 
 
 ○主な活動 
  １． ASINORLU における環境衛生上適切な廃棄物管理のパイロットプロジェクトの計画と実施 
   （現状調査、基本方針調整、戦略と詳細計画の策定、パイロットプロジェクトの実施、パイロ

ットプロジェクトの評価と活動の修正、成果・評価・教訓のレポート作成） 
  ２． パイロットプロジェクトを通じた OJT、専門家による講義、パイロットプロジェクトから

フィードバックした廃棄物管理改善の検討、全国に廃棄物管理を適用するガイドラインの作成 
  ３． 全国自治体へ廃棄物管理を普及する戦略計画の作成、自治体関係者に対する廃棄物管理普

及の準備、自治体関係者に対する廃棄物管理研修の計画と実施、中米域内ワークショップ／セ

ミナーの実施 
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＜日本側投入＞ 
 ・専門家派遣 
   長期：廃棄物管理・キャパシティ・ディベロップメント（チーフアドバイザー） 
   短期：収集・運搬、中間処理（3R を含む）、最終処分、環境教育・啓発 
 ・研修員受入れ ２～３名／年度 
 ・機材供与： 
   衛生埋め立て処分場オペレーション機材（ブルドーザー、ローダー、ダンプトラック、水タン

クトラック、トラックスケール他）、収集・運搬・中間処理パイロットプロジェクト用機材（収

集コンテナ、ハンドカート他）、環境教育・啓発用機材（ビデオ、プロジェクター他）、４輪駆

動自動車 
 ・ローカルコスト負担： 
   衛生埋め立て処分場工事、その他パイロットプロジェクト 
   中米域内セミナー・ワークショップ 
 
＜協力期間＞ 
 2005 年 11 月１日～2009 年３月 31 日 
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第３章 協議事項及び調査結果 
 
３－１ プロジェクト実施体制 
国家レベルでは MARN、MSPAS、ISDEM が本プロジェクトの実施機関となり、既にプロジェクト

実施に係る機関間の合意文書を作成済みで、テクニカルコミッティ（中央レベル、５名）及びプロジ

ェクト実施ユニット（PEU：ISDEM 東部支所内、６名）を設置して ASINORLU におけるゴミ量・ゴ

ミ質調査、ゴミ処分量調査、既存オープンダンピング処分場の閉鎖工事に係る調査、サンタロサデリ

マ処分場の地形測量、プロジェクトオフィスの整備、ローカル組織の立ち上げなど、実質的なプロジ

ェクト活動を開始している。日本側専門家の技術移転の C/P となるテクニカルコミッティには MARN
の環境管理部門の廃棄物担当官、MSPAS の衛生担当官、ISDEM の総局長（General Manager）及び東

部支所長などが参加している。 
 関係各機関の役割は次のとおり。 
 MARN：基準、規制。廃棄物管理全般に及ぶ環境許可の発行。廃棄物総合管理の普及プログラムづ

くり。 
 MSPAS：衛生許可の発行。処分場は衛生許可が必要。都市に衛生検査官、町村に衛生普及員を配置。 

病院廃棄物の規制。 
 ISDEM：自治体の管理能力強化支援。市町村の義務遂行能力の強化。廃棄物に限定されていない。 
 

ASINORLU は 2004 年７月に正式に官報に告示され、畜産、国境地域開発、河川管理などで広域行

政を実施している。行政サービス全般を担当する技術コーディネーターとセクレタリーの下にパイロ

ットプロジェクト実施ユニットが設置され、廃棄物専任の技術オペレーター２名が配置され、また、

構成９市から技術担当が１名ずつ任命されている。 
 
テクニカルコミッティの上部に局長レベルのステアリングコミッティ（議長：MARN 官房審議官）、

更にその上に大臣レベルの合同調整委員会（Joint Coordinating Committee：JCC）（議長：MARN 大臣）

を設置することにした。プロジェクトダイレクターは MARN の環境管理局長、プロジェクトマネジャ

ーは ISDEM の総務局長とした。 
 
PDM で定めるプロジェクトの成果物の作成に係る主要担当は以下のとおりであることを口頭で確

認した。 
 ・ ASINORLU パイロットプロジェクト総括レポート：ISDEM の PEU 
 ・ 全国に適用する廃棄物総合管理ガイドライン：テクニカルコミッティ＋PEU 
 ・ 普及戦略計画：ステアリングコミッティ（局長レベル） 
 ・ 実施決定：JCC（大臣レベル） 
 
本件プロジェクトは複数の政府機関及び自治体組合によって実施される。プロジェクト単独の資金

は用意されておらず、各機関が分担する役割に応じて必要な予算措置を講じることになっている。既

存のオープンダンピングサイトの閉鎖に係る費用は米州開発銀行（IDB）の重大汚染地域汚染浄化プ

ログラム（DAC）のローンを活用する（総費用の 85％を支出、15％は自治体負担）ことが想定されて

いる。調査団からはプロジェクト開始後は相応のローカルコストが生じるので、本件プロジェクトの
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ための予算措置について要請した。 
エルサルバドルでは大統領令により公務員の出張に係る日当、宿泊代は支給されない（自動車、運

転手、燃料代は提供される）ので日帰りの出張が多い。本件プロジェクトの関係者はサンサルバドル、

サンミゲル、ラ･ウニオン県北部自治体に分散している。必要に応じ宿泊を伴う出張の経費支援あるい

は便宜供与を検討する必要があろう。 
 
３－２ ASINORLU におけるパイロットプロジェクト 

ラ･ウニオン県北部は山間の谷間に小さな市町村が展開する、牧畜を主要産業とする農村地域で貧困

地域の１つになっている。ASINORLUの９つの市町村を合わせた人口は 11万 5,000人程度にすぎない。

幹線道路沿いのサンタロサデリマ市は ASINORLU の中心として商業が発達している。残りの８市は純

然たる農村である。 
 ASINORLU のゴミ処理の現状は以下のとおりである。 
 

表－１ ASINORLU 各自治体のゴミ処理の現状 

市町村名 ｱｰﾊﾞﾝ人口 収集 処分場 アクセス道路 
ｻﾝﾀﾛｻﾃﾞﾘﾏ（SRL） 12,267 ダンプ３台 ｻﾝﾀﾛｻﾃﾞﾘﾏ 舗装 
ﾘｽﾘｹ 1,250 民間人委託 谷にｵｰﾌﾟﾝﾀﾞﾝﾌﾟ ｱﾅﾓﾛｽから土道 
ｱﾅﾓﾛｽ 2,190 ダンプ１台 ｻﾝﾀﾛｻﾃﾞﾘﾏ 舗装 
ﾎﾟﾛﾛｽ 3,160 ダンプ１台 ｵｰﾌﾟﾝﾀﾞﾝﾌﾟ→SRL 変更 ｱﾅﾓﾛｽから土道 
ﾇｴﾊﾞ･ｴｽﾊﾟﾙﾀ 1,553 ダンプ１台 ｵｰﾌﾟﾝﾀﾞﾝﾌﾟ→SRL 変更 ｱﾅﾓﾛｽから土道 
ｺﾝｾﾌﾟｼｫﾝ･ﾃﾞ･ｵﾘｴﾝﾃ 1,671 民間人委託 SRL 舗装 
ｴﾙｻｳｾ 1,485 なし、計画有 なし 舗装 
ﾎﾞﾘﾊﾞﾙ 793 ﾋﾟｯｸｱｯﾌﾟ１台 平地にｵｰﾌﾟﾝﾀﾞﾝﾌﾟ 舗装 
ｻﾝﾎｾ 2,011 民間人委託 ｻﾝﾀﾛｻﾃﾞﾘﾏ ﾎﾞﾘﾊﾞﾙから土道

 
 各自治体ではアーバンエリアのみ収集が行われている。ASINORLU へ遅れて参加したボリバルとサ

ンホセを除き、欧州連合（EU）援助のゴミ収集コンテナ（鉄製固定式で地面から離して動物にゴミを

かじられないようにしている。回転式で中にたまった雨水を排出しやすい）が道路脇に置かれダンプ

トラックがその中のプラスチック袋を収集して、処分場へ持ち込んでいる。コンテナのないボリバル

とサンホセではプラスチック袋のまま排出されている。 
リスリケとボリバルは MARN の指示に従い、オープンダンプ処分場を閉鎖してサンタロサデリマ処

分場へ持ち込む方向で検討している。閉鎖工事の費用負担は自治体が 15％、MARN が受け手になる

IDB の DAC ローンから 85％を予定している。自治体は 2006 年度予算から支弁する方向で調整中。ボ

リバルでは、この支出のため収集車両の購入が苦しくなっている。 
 
 国立病院、保健所（11 か所）の廃棄物は感染性廃棄物（メス、注射針、ガーゼなど、赤いプラスチ

ック袋）と一般廃棄物（黒い袋）に分別して収集、赤い袋はサンタロサデリマ処分場の専用のピット

に入れられ、ダンボールと一緒に焼却される。黒い袋は一般のゴミに混じって埋め立てられている。

病理廃棄物は病院内で埋め立て処分されている。 
 
 ASINORLU の市長らは、各市に環境分野の専門家がおらず、環境教育が手つかずのため、共通して

パイロットプロジェクトとして環境教育を要望している。サンホセ市長はゴミの減量化のため、分別
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収集とコンポスト作り導入を希望している。ASINORLU はアーバンエリア（上下水道、電気、通信な

ど基本サービスの及ぶ区域）に比べてルーラルエリアが面積、人口とも大きく、収集サービスのない

ルーラルエリアでも廃棄物管理による生活環境衛生の向上は可能性があるので（生ゴミ・庭ゴミの処

理、プラスチックの水洗い、有害物質の知識普及など）広い裨益を考慮すれば環境教育は重要と思わ

れる。サンタロサデリマ市のような繁華な市場のある都市でも啓発活動やキャンペーンは有効であろ

う。ゴミ処理の改善に伴うコストの増大に対応するための料金の値上げに対する住民の受入可能性に

ついては、自治体ごとに異なるであろうが市長らにおいて値上げを強く否定する雰囲気はなかった。 
 

MARNでは3R推進のため、プラスチック容器のリサイクルについて民間企業と検討を進めている。

コンポストは全国で８自治体が取り組んでいる。処分場のゴミを観察したところ、PET ボトルやプラ

スチック袋が目立つ。生ゴミとプラスチックなど乾燥ゴミを分別し、生ゴミはコンポスト化し、プラ

スチックは貯留して民間市場へ売却できるようになれば、小規模な自治体ではゴミの減量化、コスト

低減、衛生状態改善が期待できるので、実施してみる意義はあると思われる。 
 
サンタロサデリマ市の処分場の衛生埋め立て工事の規模に関して、先方 MARN から日本側に対して、

同処分場の受入許容量に見合った長期間の使用に耐え得る大規模な工事でなく、あくまで ISDEM や

自治体関係者に対する衛生埋め立て技術の研修の場とする範囲での工事でよいとの意向が示されてい

る。プロジェクト終了後２年間までのゴミを受け入れることのできる容量のエリアのセル埋め立てに

おいて、一括工事で衛生埋め立て処分場を建設するのではなく、いくつかの技術オプションを展示し

ながら段階的に工事を行う案が示された。ラ･ウニオン県の隣のウスルタン県の衛生埋め立て処分場で

は、既にいくつかの型のセル方式が試されている。 
 

３－３ カウンターパート 
 テクニカルコミッティのメンバー〔MARN、MSPAS、ISDEM（本部と東部）〕の本プロジェクトに

対する意欲、姿勢は、これまでのプロジェクト実施体制の準備状況、調査団に対する説明プレゼンテ

ーションの準備ぶりとその質、時に夜中まで及んだ R/D、M/M の精査における真摯な対応振りなどか

ら見て、大変良好なものといえる。全員の連帯感の強いことが感じられた。他方 ISDEM 東部支所の

プロジェクト実施ユニット（PEU）のメンバーについては、途中２人が本人の都合で辞職し、新たに

２人が採用されたせいもあってか、テクニカルコミッティに比べるとやや連帯感が薄い印象があった。

しかし、PEU のコーディネーターや土木担当官のような帰国研修員においては、本プロジェクトに対

する積極性がうかがえた。テクニカルコミッティでも帰国研修員が中心的存在になっている。JICA 札

幌の中米地域特設コースや JICA 横浜の廃棄物総合管理セミナーなどの研修が帰国後のモチベーショ

ンを高めている。今後も本邦研修を効果的に活用することが望ましい。 
PEU は ASINORLU におけるパイロットプロジェクトの経験を踏まえて将来は廃棄物総合管理の全

国普及の中核組織になることが先方政府内で了解されている。PEU のカウンターパートに対する廃棄

物総合管理の技術移転が特に重要である。 
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３－４ 中米域内の協力 
 本プロジェクトはもともと中米統合機構（SICA）の環境と開発委員会（CCAD、在エルサルバドル）

の提案により、中米広域協力案件として要請があったものである。CCAD では日本の廃棄物分野の研

修の帰国研修員のネットワークを活用して、廃棄物の域内協力（情報交換、技術交換、人的交流など）

を進めようとしており、現在でもワークショップなどが行われている。中米においては、廃棄物分野

の技術協力プロジェクトは前例がないことから、まずはエルサルバドルから始めて技プロ実施のノウ

ハウを得てから中米域内へ広げてゆくのがよいかと思われるので、本プロジェクトにおいてはパイロ

ットプロジェクトの経験を基に自治体廃棄物管理に関する中米域内セミナー／ワークショップを実施

することとし、ホンジュラス、グアテマラ、ニカラグア、コスタリカ、パナマの５か国を CCAD の協

力も得つつ招へいすることで先方と合意した。 
 
３－５ 他ドナー、スキームとの連携 
 政府の廃棄物総合管理普及の方針を受けて、日本以外ではスペイン、米国国際開発庁（USAID）、

EU などが衛生埋め立てや収集・運搬の支援を行っている。ASINORLU では EU がゴミ収集のコンテ

ナを支援している。また、EU は ASINORLU の広域行政サービス実施（廃棄物だけでなく、国境地域

開発、河川管理など）のキャパシティの拡充を支援している。スペインは ASINORLU と同じ県のラ･

ウニオン県の中部と南部の市町村を対象に衛生埋め立て処分場の建設、コンポストや民間活用リサイ

クルの普及のプロジェクトを進めている。本件 JICA プロジェクトにおいては、全国レベルでの廃棄

物総合管理のガイドラインづくりや全国普及の戦略的計画づくりも行うことにしている。これらを円

滑に達成するには廃棄物分野の先行他ドナーとの情報交換、意見交換が欠かせないであろう。環境分

野のドナー会合は定期的に行われているようなので、そこを足がかりとして他ドナーとの連携を模索

していくことが考えられる。 
 JICA は 2005 年 12 月からサンタロサデリマ市を所属先とする環境教育の協力隊員３名を派遣する予

定である。彼らは ASINORLU の他の市町村もカバーする計画である。本プロジェクトのパイロット活

動において、協力隊員との効果的連携や棲み分けを検討する必要があろう。 
 ASINORLU の自治体ではゴミ収集のトラックが不足し、故障もしばしば起きている。小規模で財政

基盤の弱い自治体に対して草の根無償資金協力、ノンプロジェクト無償資金協力などにより収集車両

やコンテナなどの支援があると、当該自治体の廃棄物管理を強く後押しできる。 
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第４章 その他資料 
 
４－１ 討議議事録（R/D） 

 次ページ参照 
 
４－２ ミニッツ（M/M） 

 次ページ以降参照 
 
４－３ ヒアリングメモ 
 次ページ以降参照 
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